
uTJ:朝日
原
発
を
掲
げ
る
民
進
党
の
陳
水

扁
政
権
が
誕
生
す
る
と
、
工
事

は

一
時
ス
ト
ッ
プ
。
す
る
と
議

会
の
過
半
数
を
占
め
る
国
民
党

が
猛
反
発
し
、
０１
年
に
建
設
が

再
開
さ
れ
た
。

だ
が
現
在
も
、
い
ま
だ
稼
働

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

原
因
の
ひ
と
つ
が
、
事
故
や

ず
さ
ん
な
施
工
管
理
だ
。
原
発

の
安
全
監
督
を
担
う

「行
政
院

原
子
能
委
員
会
」
に
よ
る
と
、

過
去
に
人
為
的
な
ミ
ス
が
２
０

１
件
、
違
法
な
施
工
事
例
が
１

２
３
件
、
規
定
よ
り
劣
悪
あ
る

い
は
規
格
外
の
資
材
を
使
う
と

い
っ
た
改
ざ
ん
事
例
が
５７
件
報

告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
重
大
事

故
だ
け
で
も
、
１０
年
に
６
件
、

Ｈ
年
に
３
件
起
き
て
い
る
。
い

ず
れ
も
電
気
系
統
の
故
障
に
よ

る
発
火
や
焼
失
、
異
常
浸
水
な

ど
だ
と
い
う
。

そ
れ
で
も
台
湾
当
局
が

「核

四
」
の
稼
働
を
急
ぐ
の
に
は
理

由
が
あ
る
。
金
山
発
電
所

（核

一
）
は
稼
働
か
ら
３６
年
が
経
過
。

国
聖
発
電
所

（核
二
）
が
３３
年
。

馬
鞍
山
発
電
所

（核
三
）
も
３０

年
が
経
過
し
て
お
り
、
２
０
１

８
～
２４
年
の
間
に
、
す
べ
て
の

原
発
が
廃
炉
に
な
る
予
定
だ
。

そ
の
前
に

「核
四
」
を
稼
働
さ

せ
た
い
と
い
う
の
が
当
局
の
本

音
だ
ろ
う
。

だ
が

「核
四
」
の
み
な
ら
ず
、

台
湾
の
原
発
は
驚
く
ほ
ど
市
民

の
暮
ら
し
の
身
近
に
あ
り
、
危

険
と
隣
り
合
わ
せ
だ
。
台
北
市

か
ら
３０
キ
ロ圏
内
に
「核

一
」
（２８

ロ
キ
）、
「核
二
」
（２３
キ
ロ）
が
立
地

し
て
お
り
、
「核

一
」
で
こ
の
圏

内
に
約
４
０
０
万
人
、
「核
二
」

で
約
５
８
０
万
人
が
暮
ら
す
と

い
う
（自
由
時
報
調
べ
）。
事
故

が
起
き
れ
ば
、
膨
大
な
数
の
住

民
の
避
難
は
避
け
ら
れ
な
い
。

「核

一
」
「核
二
」
は
、
い
ず
れ

も
台
湾
の
北
部
沿
岸
に
位
置
す

る
。
日
本
統
治
時
代
の
軍
港
と

し
て
知
ら
れ
る
基
隆
市
か
ら
車

で
１０
分
ほ
ど
海
岸
線
を
走
る
と
、

茶
色
と
緑
色
に
塗
り
分
け
ら
れ

た
巨
大
な
建
造
物
が
、
二
つ
見

え
て
く
る
。
「核
二
」
の
建
屋
だ
。

「核
四
」
と
同
じ
く
公
道
に
面

し
た
高
台
に
立
地
し
て
い
る
。

海
岸
に
下
り
て
み
る
と
、
「核

二
」
か
ら
の
排
水
が
す
ご
い
勢

い
で
海
に
放
出
さ
れ
て
い
た
。

掲
示
板
に
は

「
１
日
の
最
大
排

水
量
８
１
７
万
７
４
４
１

ン
ト
」

の
文
字
。
ほ
ん
の
数

ロ
キ
先
に
は

夏
に
な
る
と
に
ぎ
わ
う
金
山
海

水
浴
場
が
あ
る
が
、
大
丈
夫
な

の
だ
ろ
う
か
。

一
方
の

「核

一
」
は
山
に
遮

ら
れ
て
目
視
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
「核
二
」
か
ら
車
で
１５

分
ほ
ど
で
正
門
に
着
い
た
。
こ

ち
ら
も
海
岸
か
ら
数
十
厨
。
大

津
波
が
来
れ
ば
簡
単
に
の
み
こ

ま
れ
て
し
ま
う
距
離
だ
。

台
湾
は
日
本
と
同
じ
地
震
大

国
だ
。
１
９
９
９
年
に
台
湾
中

部
で
発
生
し
た
台
湾
大
地
震
は

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

（Ｍ
）
７
ｏ

７
を
記
録
し
、
死
者
２
４
１
３

人
を
出
し
た
。
他
に
も
１
９
３

５
年
の
新
竹

・
台
中
地
震

（Ｍ

７
・
１
）、
４‐
年
の
嘉
義
地
震

（Ｍ
７
・０
）、
６４
年
の
台
南
白

河
地
震

（Ｍ
７
ｏ
Ｏ
）
と
い
つ

た
大
地
震
が
起
こ
っ
て
い
る
。

原
発
立
地
に
断
層
が
あ
る
の

も
日
本
と
の
共
通
点
だ
。
「核

一
」
と

「核

一
こ

の
間

に
は

「山
脚
断
層
」
が
、
「核
三
」
か

ら
ｌ

ｏ
５

ロ
キ
地
点
に
は

「恒
春

断
層
」
が
存
在
す
る
こ
と
は
台

湾
当
局
も
認
め
て
お
り
、
「核

四
」
付
近
に
も
断
層
が
あ
る
と

い
う
調
査
結
果
も
あ
る
。
不
測

の
事
態
が
起
き
る
可
能
性
は
ぬ

ぐ
い
き
れ
な
い
。

で
は
な
ぜ
、
「核
四
」
の
建
設

地
に
貢
寮
が
選
ば
れ
た
の
だ
ろ

う
か
。
前
出
の
呉
会
長
に
よ
れ

ば
、
当
初
、
貢
寮
は

「核

一
」

の
予
定
地
だ

っ
た
と
い
う
。
だ

が

「核

一
」
は
金
山
に
決
ま
り
、

結
果
的
に

「核
四
」
の
建
設
地

と
し
て
貢
寮
が
選
ば
れ
た
の
だ

と
い
つヽ
。

３
●＝
き
つ
か
け
に

「反
原
発
」が
加
速

「
１
９
８
０
年
に
当
時
の
町
長

が
受
け
入
れ
を
決
断
し
ま
し
た
。

原
発
が
建
設
さ
れ
れ
ば
、
ひ
な

び
た
漁
村
に
も
活
気
が
出
る
と

考
え
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
か
ら

用
地
の
強
制
収
用
が
始
ま
り
、

８２
年
に
は
２
３
０
世
帯
が
移
転

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
坪

あ
た
り
‐８
元

（現
在
の
レ
ー
ト

で
約
６０
円
）
と
い
う
安
さ
で
し

た
。
当
時
は
戒
厳
令
が
敷
か
れ

て
い
て
、
当
局
に
抗
議
す
る
こ

と
な
ど
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
」
（呉
会
長
）

こ
う
し
て
５
０
０
診
も
の
土

地
が
収
用
さ
れ
た
が
、
多
く
の

土
地
は
未
使
用
の
ま
ま
、
現
在

も
放
置
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

そ
し
て
、
原
発
建
設
で
地
元

が
潤

っ
て
い
る
か
と
い
え
ば
、

そ
う
い
う
わ
け
で
も
な
い
。

「か
つ
て
は
、
地
元
住
民
は
毎

月
２
０
０
度

（電
力
料
金
に
換

算
す
る
と
４
０
０
～
５
０
０
元

程
度
）
分
が
無
料
で
使
用
で
き

る
と
い
う
補
助
が
あ
り
ま
し
た

が
、
１
５
０
度
に
減
額
さ
れ
、

い
ま
で
は
年
間
ひ
と
り
あ
た
り

１
６
０
０
元

（約
５
千
円
）
が

支
給
さ
れ
る
だ
け
で
す
」
（同
）

一
般
的
に
は
、
原
発
１
基
に

つ
き
１
千
人
程
度
の
一雇
用
が
生

ま
れ
る
と
さ
れ
る
が
、
地
元
住

民
で
働
い
て
い
る
の
は
２
０
０

人
程
度
で
、
他
は
台
湾
各
地
か

ら
の
出
稼
ぎ
だ
。
近
隣
の
海
鮮

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
に
作
業
員
が

食
事
に
来
る
以
外
は
、
地
元
に

お
金
が
落
ち
る
こ
と
も
な
い
。

そ
も
そ
も
台
湾
で
は
、
酒
を
飲

み
歩
く
習
慣
が
あ
ま
り
な
い
。

原
発
作
業
員
の
給
与
も
、
決

し
て
高
く
は
な
い
。
親
族
に
原

発
作
業
員
が
い
る
呉
春
蓉
さ
ん

（５４
）
は
、　
こ
つヽ
証
Ⅲ
る
。

「作
業
員
の
日
当
は
１
８
０
０

元

（約
５
５
０
０
円
）
で
す
が
、
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